
短期留学参加者は、国際交流センターが実施する「海外安全対策セミナー」への出席（P.111参照）や、本学指
定の海外旅行保険への加入（P.112参照）が義務付けられています。その他、遵守すべき事項を定めた誓約書を提
出してください。最少催行人数に満たない場合、または研修先機関の都合等により、研修が中止となることもありま
す。本学が危険と判断する事態（戦争、テロ、新型インフルエンザ等の感染症流行など）が発生した場合も、研修の
中止や研修期間の短縮またはコース変更を行うことがあります。

※参加プログラムによっては、一部日程が定期試験の追試験と重なる場合があります。万一、追試験受験対象となる
事態が生じても、特別措置は一切講じません。プログラム選定の際は、十分に留意してください。

▪単位認定
留学先が発行する修了証、成績表をもとに単位認定の審査が行われ、その結果により短期留学に参加した翌学期に

単位が認定されます。研修に参加すれば自動的に単位認定されるわけではありません。また単位認定で振替・換算
できる科目は学部・学科により異なるので、P.33からの「短期留学により修得した単位の認定について」を熟読し、
不明点がある場合は必ず申し込む前に教務課の各学部窓口で確認してください。

以下をよく理解の上、参加申込みをしてください。
１．ホストファミリーの家庭環境は各々異なります。

ホストファミリーのライフスタイルや家族構成（高齢の夫婦のみの家庭、母子家庭、小さな子どもがいる家庭、
同世代の異性の子どもがいる家庭、共働きの家庭、一人暮らしの方等）、人種・民族、文化、食事（ホストファ
ミリーの手作り、冷凍食品、参加者自身による自炊等）、ペットの有無、設備、通学距離・方法等は、滞在する
家庭によって異なります。

２．ホームステイ申込書等で、家庭環境（子どもやペットの有無等）の希望を記載できる場合も、必ずしも希望どお
りになるわけではありません。

３．他の日本人や、同じプログラムに参加する本学の学生、他国からの学生と同じホームステイ先になる場合があ
ります。ホストファミリーに限らず、留学先で知り合う人たちとは、心を開いて人間関係を築く努力をしましょ
う。人とのつながりから学べることはたくさんあります。

４．「ゲスト（お客様）」として滞在するのではなく、家族の一員として、滞在中はハウスルール（家庭内の規則）を
守り、感謝の気持ちを忘れずに行動しましょう。

５．出発前、プログラム参加中に、参加者の一方的な希望による滞在先の変更はできません。
ただし、ホストファミリー側のやむを得ない諸事情（不慮の出来事、病気等）により、ホームステイ先が現地手
配側により変更される場合があります。

６．キャンパスや寮、ホームステイ先などでセクシャル・ハラスメントや自身が不快と感じる行為等を受けた場合に
は、すぐに本学同行教職員または留学先スタッフに相談してください。また相手に対してはあいまいな態度をと
らず、はっきりとした態度でNOと示しましょう。

「短期協定校留学参加申込書」、「誓約書」その他必要な書類を定められた期日までに国際交流センターに提出して
ください。上記の書類の提出をもって申込手続き完了となりますが、申込者が定員を超過した場合は選考を行うこと
があります。「短期協定校留学参加申込書」、「誓約書」は、PorTaⅡダウンロードセンター＞留学支援＞留学関連提
出書類＞短期留学参加申込書類＞短期協定校留学からダウンロードしてください。なお、次ページ以降に記載のプロ
グラム日程・費用等は、変更になる場合があります。

※短期協定校留学は原則として４単位認定プログラム（注）として実施します。また参加者による単位認定申請手続きは不要です。
（注）テンプル大学ジャパンキャンパスのプログラム参加時は選択科目数に応じて、２単位または４単位の認定となります。

短期留学　共通事項

短期協定校留学

ホームステイを伴うプログラムについて
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英　

語

夏　

季

研 修 先 大 学 ポートランド州立大学（USA）

ク ラ ス の レ ベ ル 獨協大生でワンクラスまたは他大学生とミックス

１クラスの最大人数 15名程度

本学での募集人数 20名

本学教職員の同行 あり（前半10日間）

教 室 内 の 授 業 月～金　9：30～16：00　（教室外のアクティビティも含む）

授 業 科 目 文法、会話、読解、プレゼンテーション、ディスカッション／オレゴン州の文化、社会、観光な
どに関する授業・フィールドワーク

エクスカージョン オレゴン州ポートランドの文化・観光スポット、ミュージックフェス見学、コロンビアリバー渓
谷、オレゴン・コーストへのガイド付き見学。

応 募 資 格 獨協大学に在学中であること

研 修 費 用 約82万円（研修費、往復航空運賃、宿泊費、米国空港～寮まで往復交通費）
※個人の食費、海外旅行保険料、燃油サーチャージは除く

研 修 期 間

2026年8月8日（土）～8月30日（日）（3週間）（予定）

8月  8日（土） 羽田発

同日 ロサンゼルス乗り継ぎ、ポートランド着

8月10日（月）
　～８月28日（金） ポートランド州立大学にて英語研修（学生寮）

8月29日（土） ポートランド発、ロサンゼルス乗り継ぎ

8月30日（日） 羽田着

そ の 他 日本、アジア諸国から他大学生も参加の可能性あり

夏季プログラム

ド
イ
ツ
語

夏　

季

研 修 先 大 学 ハレ＝ヴィッテンベルク大学（ドイツ）

ク ラ ス の レ ベ ル 初級～上級

１クラスの最大人数 12名

本学での募集人数 15名（2025年度参加実績15名）

宿 泊 形 態 ホームステイ

本学教職員の同行 あり（前半10日間）

教 室 内 の 授 業 週５日　9：00～12：15／13：00～14：30／土曜日 エクスカージョン

授 業 科 目 総合的なドイツ語授業、ドイツ事情、小グループでのテーマに沿ったプレゼンテーション

エクスカージョン ３日間のミュンヘン研修、ベルリンおよびライプツィヒへの日帰り観光、ヴィッテンベルク市内
観光等。

応 募 資 格 獨協大学に在学中であること

研 修 費 用 約75万円（往復航空運賃、団体行動中の交通費、宿泊費、講習費、教材費、エクスカージョン費、
ミュンヘン研修費、海外旅行保険料、研修期間中の食費（朝・夕）、燃油サーチャージ等を含む）

研 修 期 間

2026年８月１日（土）～８月31日（月）（31日間）

８月  1日（土） 羽田発

８月  2日（日） ウィーン経由ベルリン着、ヴィッテンベルクへ

８月  2日（日）
　～８月27日（木） ハレ＝ヴィッテンベルク大学でのドイツ語研修（ホームステイ）

８月27日（木） ヴィッテンベルクからベルリンへ。空路でミュンヘンへ移動。ミュンヘン研修（３泊）

８月30日（日） ミュンヘン発（機内泊）

８月31日（月） 羽田着

そ の 他 世界各国より参加者あり。日本人比率はクラスレベルによります。
Institut für deutsche Sprache und Kultur（IDSK）での語学研修。

★プログラム中止または内容や日程、費用が一部変更となる場合があります。　※短期協定校留学は４単位認定プログラムです。
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ス
ペ
イ
ン

夏　

季

研 修 先 大 学 サンティアゴ・デ・コンポステーラ大学（スペイン）

ク ラ ス の レ ベ ル A1～ C2まで６段階、初日のプレイスメントテスト
によりクラス分け

１クラスの最大人数 15名

本学での募集人数 10～15名程度

宿 泊 形 態 前半：学生寮（個室）、後半：ホームステイ

本学教職員の同行 あり（前半10日間）

教 室 内 の 授 業 月～金　9：15～14：00

授 業 科 目 文法、会話、読解、プレゼンテーション、ディベート／スペイン語圏の文化、社会、映画などに
関する授業

エクスカージョン サンティアゴ・デ・コンポステーラの歴史地区、公園、美術館などへのガイド付き見学、地元のバ
ルでのタパス体験や夜の街歩き、地元の工芸品づくりを体験するワークショップ、ハイキング等

応 募 資 格 獨協大学に在学中であること

研 修 費 用 約75万円（往復航空運賃、宿泊費、講習費、教材費、海外旅行保険料、燃油サーチャージを含む）

研 修 期 間

2026年８月15日（土）～９月13日（日）（30日間）（予定）

８月15日（土） 羽田発

８月16日（日） イスタンブール経由マドリッド着、サンティアゴ・デ・コンポステーラへ

８月17日（月）
　〜９月10日（木） サンティアゴ・デ・コンポステーラ大学でのスペイン語研修

９月11日（金） 研修終了後　サンティアゴ・デ・コンポステーラからマドリッドへ。マド
リッドで１泊。

９月12日（土） イスタンブール経由で成田へ

９月13日（日） 成田着

そ の 他 サンティアゴ・デ・コンポステーラは、カミーノ・デ・サンティアゴ巡礼路の終着点として知ら
れる歴史都市で、ユネスコ世界遺産に登録された旧市街と宗教建築が有名。

フ
ラ
ン
ス
語

夏　

季

研 修 先 大 学 マリー・エ・ルイ・パストゥール大学（旧フランシュ・コンテ大学）（CLA）（フランス）

ク ラ ス の レ ベ ル 入門～上級までの５段階

１クラスの最大人数 15名程度

本学での募集人数 15～25名（2025年度参加実績14名）

宿 泊 形 態 学生寮（個室）

本学教職員の同行 あり（前半10日間）

教 室 内 の 授 業 週５日　9：00～11：00／13：00～16：00　＊曜日により異なる（週23〜25時間）

授 業 科 目 会話、読解、発音、聞き取り、文法、作文などの総合的なフランス語の授業を中心に、フランス
の文化、文明についての講座、校外学習もあります。

エクスカージョン ブザンソン周辺地域の文化に触れる小旅行等
任意参加、料金別途現地支払い

応 募 資 格 獨協大学に在学中であること

研 修 費 用 約74万円（往復航空運賃、団体行動中の交通費、宿泊費、講習費、海外旅行保険料、燃油サー
チャージ等を含む）＊エクスカージョンの費用、食費は含まれていません。

研 修 期 間

2026年７月31日（金）～８月30日（日）（31日間）

７月31日（金） 羽田発

ヘルシンキ経由ジュネーブ着、ブザンソンへ

８月  3日（月）
　～８月28日（金）

マリー・エ・ルイ・パストゥール大学でのフランス語研修（マリー・エ・
ルイ・パストゥール大学学生寮）

８月28日（金） ブザンソンからジュネーブへ。ジュネーブで１泊

８月29日（土） ヘルシンキ経由で成田へ

８月30日（日） 成田着

そ の 他 世界各国より参加者あり。他大学学生の参加あり。
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中
国
語

夏　

季

研 修 先 大 学 大連理工大学（中国）

ク ラ ス の レ ベ ル 初級～上級

１クラスの最大人数 20名以下

本学での募集人数 ８～15名（2025年度東呉大学参加実績８名）

宿 泊 形 態 学生寮（１〜２人部屋）

本学教職員の同行 あり（前半10日間）

教 室 内 の 授 業 週４〜５日　8：00～11：40／13：30～15：05（週により異なる）

授 業 科 目 中国語授業（総合、聴解・会話・HSKなど）、文化体験、講座など

エクスカージョン 大連市内観光、博物館（予定）

応 募 資 格 獨協大学に在学中であること

研 修 費 用 約33万円（往復航空運賃、宿泊費、研修費（校外学習含む）、海外旅行保険料、燃油サーチャー
ジを含む）

研 修 期 間

2026年８月２日（日）～８月29日（土）（28日間）（予定）

８月  ２日（日） 羽田発、大連着

８月  ３日（月）
　～８月28日（金） 大連理工大学での中国語研修（学生寮）

８月29日（土） 大連発、羽田着

そ の 他

中国語授業は総合、聴解力・会話力の授業に加え、HSK対策も含めており、語学力強化を目指
します。

韓
国
語

夏　

季

研 修 先 大 学 慶熙（キョンヒ）大学（韓国）

ク ラ ス の レ ベ ル 初級～上級

１クラスの最大人数 15～20名

本学での募集人数 ８～15名（2025年度参加実績８名）

宿 泊 形 態 学生寮（２人部屋）

本学教職員の同行 あり（前半10日間）

教 室 内 の 授 業 週５日　9：00～13：00／14：10～16：00

授 業 科 目 韓国語授業（文法、スピーキングなど）、文化体験（詳細未定）、慶熙大生との交流会、会話特別
講座

エクスカージョン 日帰り現地学習２日（詳細未定）

応 募 資 格 獨協大学に在学中であること

研 修 費 用 約37万円（往復航空運賃、宿泊費、講習費、海外旅行保険料、燃油サーチャージを含む）

研 修 期 間

2026年８月２日（日）～８月25日（火）（24日間）（予定）

８月  2日（日） 羽田発、ソウル（金浦）着

８月  3日（月）
　～８月24日（月） 慶熙大学での韓国語研修

８月25日（火） ソウル（仁川）発、成田着

そ の 他

ソウル市北東部の比較的落ち着いた地域に位置しています。ヨーロッパの歴史的建造物を思わせ
る建物が並ぶ美しいキャンパスです。韓国語の授業の質にも定評があります。一般向けに行われ
る授業のほかに獨協大生のみの会話特別講座を組み合わせたカリキュラムで、短期間で韓国語力
の向上を目指します。
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春季プログラム

英　

語

春　

季

研 修 先 大 学 ヨーク大学（カナダ）

ク ラ ス の レ ベ ル 初級～中級

１クラスの最大人数 15～20名

本学での募集人数 15～20名（2025年度参加実績16名）

宿 泊 形 態 ホームステイ

本学教職員の同行 あり（前半10日間）

教 室 内 の 授 業 週５日　８：30～12：30／12：30～16：30

授 業 科 目 リスニング、スピーキング、文法、発音、カナダの歴史・地理・多文化主義等に関する講義・
ディスカッション等

エクスカージョン ナイアガラの滝見学、CN Tower、アイスホッケー観戦等

応 募 資 格 獨協大学に在学中であること

研 修 費 用
未定　＊10月下旬の募集説明会でお知らせします。

（参考：2025年度は約95万円。往復航空運賃、講習費、教材費、エクスカージョン費、ホーム
ステイ費、海外旅行保険料、 燃油サーチャージ等を含む）

研 修 期 間

2027年２月14日（日）～３月７日（日）（22日間）（予定）

２月14日（日） 羽田発、トロント着（ホストファミリー宅へ）

２月15日（月）
　～３月  5日（金） ヨーク大学での英語研修（ホームステイ）

３月  6日（土） トロント発

３月  7日（日） 羽田着

そ の 他 大学付属の英語研修機関YUELIで開講されているSpring Break Immersion Program。他大
学学生の参加あり。

英　

語

春　

季

研 修 先 大 学 ウーロンゴン大学（オーストラリア）

ク ラ ス の レ ベ ル 初級～中級

１クラスの最大人数 15名程度

本学での募集人数 15～30名（2025年度参加実績19名）

宿 泊 形 態 ホームステイ

本学教職員の同行 あり（前半10日間）

教 室 内 の 授 業 週５日　8：30～12：30または13：30～17：30（クラス別で異なる）

授 業 科 目 会話、読解、作文等。各国からの学生とグループディスカッションやプレゼンテーションを通しての学習。

エクスカージョン シドニー１日ツアー、アクティビティ（水族館、ブルーマウンテンズ、オーガニックファーム、
アボリジナルアート体験、老人ホーム訪問等）

応 募 資 格 獨協大学に在学中であること

研 修 費 用

未定　＊10月下旬の募集説明会でお知らせします。
（参考：2025年度は約90万円。往復航空運賃、団体行動中の交通費、ホームステイ費、講習費、
教材費、エクスカージョン費、海外旅行保険料、研修期間中の食費（一部を除く）、燃油サー
チャ－ジ等を含む）

研 修 期 間

2027年２月20日（土）～３月21日（日）（30日間）（予定）

２月20日（土） 羽田発

２月21日（日） シドニー着、シドニー市内自由行動

２月22日（月）
　～３月19日（金） ウーロンゴン大学での英語研修（ホームステイ）

３月20日（土） 研修終了後シドニーへ移動

３月21日（日） シドニー発、羽田着

そ の 他 留学生を対象とした大学付属の英語研修機関で開講されているクラスで、レベル別に分かれて学びます。

★プログラム中止または内容や日程、費用が一部変更となる場合があります。　※短期協定校留学は４単位認定プログラムです。
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短期協定校留学体験記

ウーロンゴン大学 2024年度 プログラム参加　　英語学科　O. A.

英語研修

私がこのプログラムを選んだ理由は、自身の英語力がどこまで通用するか
試しながらさまざまな経験をしたかったことや、内向的な性格を外向的な性
格に変えたかったこと、前半10日間は同行教職員の方がいるという点で安
心感があったことなどが挙げられます。実際に参加したことでこれらのメ
リットを感じられたので、海外に慣れていない方や英語にあまり自信がない
方にもおすすめのプログラムだと思います。

授業は、渡航前のレベル分けテストでのスコアによって自分の実力に応じ
たクラスに入ります。クラスごとに授業内容は異なりますが、私のクラスで
は話す・聞く力を問うような対話形式の授業がメインで、英語のスラングやイディオム、オーストラリアの文化
についても扱ってくれたため、より実践的な英語を学ぶことができたと感じます。先生もたくさんサポートして
くれたため、英語が苦手な方でも楽しめる授業だと思います。また、エクスカージョンでは、シドニーへ一泊二
日の遠足をしたり、ブルーマウンテンや動物園に行ったりなど、さまざまな経験をすることができました。

ホームステイはマザーのみのご家庭でしたが、非常に優しく迎えてくれ、とても過ごしやすかったです。特に
思い出に残っているのは、マザーが経営しているインターナショナルスクールに見学に行かせていただいたこと
でした。私は教員志望であったため、実際に英語を教えている様子を見ることができたことはとてもいい経験に
なりました。ホームステイ以外にも、ウーロンゴン大学でのイベントやバスケットボールサークルの活動に参加
するなどさまざまなイベントに主体的に参加するようにしたため、たくさん異文化体験をすることができました。

最後にお伝えしたいことは、留学を良いものにできるかどうかは自分次第だと思います。異国という慣れない
地で不安も多いと思いますが、ぜひ一歩踏み出してみてください！その一歩が踏み出せれば多くのことを得られ
ますし、自分の今後にもつながる経験ができると思います！

春季

マリー・エ・ルイ・パストゥール大学 2025年度 プログラム参加　　フランス語学科　M. R.

フランス語研修

私がこのプログラムに参加した理由は、もともと長期留学に興味があったからです。
しかし、なかなか一歩を踏み出す勇気が出なかったため、まずは短期のこのプログラ
ムからチャレンジしてみようと思いました。結果として、この１ヶ月間は本当にあっ
という間で、非常に充実した時間となりました。

平日は語学学校で8：30から15：30まで授業を受け、休日には学校のプログラム
に参加したり、個人的にパリやコルマールを訪れたりと、自由に過ごすことができま
した。学校でのクラスは、事前にクラス分けテストを受け、その結果で振り分けられ
ました。１クラス20名ほどで、授業中はフランス語で積極的にクラスメイトとコミュ
ニケーションを取る形式が多く、自然と会話力が鍛えられました。最初は、フランス
人の先生が話していることがほとんど理解することができませんでしたが、留学の終
わりの頃には、なんとなく理解できるようになり、確実にリスニング力がアップしていたと実感することができ
ました。

滞在中は寮で生活をしました。通学は、バスとトラムを利用しました。お昼休みは毎日２時間程度あり、友
だちと街のカフェやパン屋に行き、フランスの日常を楽しみました。食事の際に通りすがりの人が“Bon 
appétit”と声をかけてくれて、日本では見られない文化に触れることができました。街の人々はとても親切で、
拙いフランス語にも丁寧に対応してくれて、その温かさに何度も心が和らぎました。

１ヶ月という短い期間ではありましたが、この経験を通して自分に自信がつき、視野も大きく広がりました。
また、自分や日本を客観的に見つめる機会ともなりました。今後は、このことを活かし、長期留学にも挑戦して
いきたいです。今まで１ヶ月以上海外に滞在する経験をしたことがなかった私にとって、心から行ってよかった
と思える、貴重な経験となりました。

夏季
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渡航をともなう短期協定校留学および短期認定留学のほかに、オンラインプログラムを実施します。

■オンラインプログラムのメリット
・渡航することなく現地の授業を受けることができるので費用を抑えることができる。
・ディスカッションやグループワーク等を通じて、他大学や他国・地域の学生と交流することができる。プログ

ラムによっては、現地学生や地元住民との交流も含まれる。
・ライブ授業だけでなく、オンデマンドによるレッスンが充実している。
・オンライン上のコミュニケーション力やITスキルを鍛えることができる。

■オンラインプログラム参加の目的（参加者アンケートより）
・語学力の向上
・語学学習に対するモチベーションの向上
・現地の文化や社会を知ることで視野を広げたい
・長期留学に行くための事前準備

■募集案内・参加申込について
夏季または春季に実施する各プログラム詳細が決まり次第、PorTaⅡ掲示板［留学支援・国際交流］でお知ら
せします。参加を希望の場合は、「短期協定校留学（オンラインプログラム）参加申込書」を定められた期日ま
でに国際交流センターに提出してください。その後、国際交流センターの指示に従い、研修先大学への出願およ
び参加費支払いを完了してください。

「短期協定校留学（オンラインプログラム）参加申込書」は、PorTaⅡダウンロードセンター＞留学支援＞留学関
連提出書類＞短期留学参加申込書類＞短期協定校留学（オンラインプログラム）からダウンロードしてください。
※短期協定校留学（オンラインプログラム）は、２単位認定プログラムです。また参加者による単位認定申請手
続きは不要です。

■単位認定
留学先が発行する修了証、成績表をもとに単位認定の審査が行われ、その結果により単位が認定されます。研修
に参加すれば自動的に単位認定されるわけではありません。また単位認定で振替・換算できる科目は学部・学科
により異なるので、P.33からの「短期留学により修得した単位の認定について」を熟読し、不明点がある場合
は必ず事前に教務課の各学部窓口で確認してください。

■参加に係る留意点
・時差
　プログラムの開始時間は必ずしも日本時間の日中でなく、現地との時差を考慮してください。授業が行われる

時間を事前に確認の上、参加を決める必要があります。
・通信機器・環境・通信データ量
　使用されるオンラインツールはZoom、Microsoft Teamsなどプログラムによって異なります。マイクやカ

メラのほか、安定した通信環境を整えるとともに、授業で利用するアプリなども最新のバージョンにアップ
デートしておきましょう。

以下は2026年３月１日時点の情報です。プログラムが追加または中止されたり、日程や内容および費用が変更と
なる場合があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※日程および時間は日本時間で表記しています。

研修言語 英語
国・地域名 カナダ

プログラム提供 レジャイナ大学
プログラム名 Learn English and Experience Western Canada Online
クラスのレベル 初級～中上級

日程（プログラム日数） 夏季：2026年８月３日～21日　春季：2027年２月初旬～下旬（予定）
授業時間数 69時間（4,140分）

授業内容 総合的な英語力アップのための集中講座：さまざまなトピックを通してカナダの文化を学ぶ。（ライブ
授業 38.5時間／オンデマンド授業 30時間）

費用 1,000カナダドル（約112,000円）＋オプション費用別途
※参考　1カナダドル≒112円（2026年2月時点）

短期協定校留学オンラインプログラム

レジャイナ大学（カナダ） 英語学科　O. M.

英語研修

レジャイナ大学のオンライン留学プログラムに参加しようと思ったのは、長期休暇中に英語力を鍛えたい、何か一つのことを頑張りたいという思いが
あったからです。元々長期休暇には海外に留学したいと思っていましたが、コロナで渡航ができなかったので、大学の案内を見てオンライン留学の参加
を決めました。

本プログラムの良かった点は３つあります。１つ目は授業が午前中という点です。時差の関係で昼前に授業が終わるので長期休暇でも規則正しい生活
ができます。午後は基本的に自由に過ごせるので充実した一日が送れました。２つ目は多くのアクティビティが含まれていたことです。毎週レジャイナ
大学周辺の博物館や農場へリアルタイムのオンラインツアーなどのイベントがありました。ツアーガイドの方と会話をしながらなので、家にいながらも
カナダに留学しているような気分になりとても楽しかったです。３つ目はレジャイナ大学学生との交流機会です。Zoomのブレイクアウトルームでレジャ
イナ大学に留学中の学生と（私は中国人学生と）１対１で話しました。お互い母語は英語ではないので相手の英語の訛りに苦戦しながらも、文化の違い
やコロナ禍の状況などたくさん話すことができ、少しですが会話力が鍛えられた気がします（笑）。

３週間毎日英語に触れる環境に身を置くことで、英語コミュニケーション能力に自信がつき、とても充実した長期休暇になりました！

協定校提供　短期オンラインプログラム参加体験記
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大 学 名
テンプル大学ジャパンキャンパス AEP

Temple University Japan Campus (Academic English Program)

U R L https://www.tuj.ac.jp/jp/aep

大学設立年 1982年 協定締結年 2024年

所 在 地  東京都世田谷区太子堂1-14-29

大 学 紹 介
米国ペンシルベニア州立総合大学であるテンプル大学の日本校として設立され、2005年２月に文部科学省が外国大学日本校に指
定した。本学との協定は、米国本校とは関わりなく、ジャパンキャンパスのAEPに限定。学部生の交換はなく、AEPが開講する
プログラムを獨協生が受講する形式で、対象となるプログラムは獨協大学国際交流センターが指定・案内する。

派 遣 期 間 現状では獨協大学の春期休暇期間中（短期プログラム）に限定して運用中

成 績 条 件 なし

外国語力条件 募集の際に公示する

費 用 概 算

授業料 283,000円（2026年実施例／２科目受講・早割適用の場合）

教材費 0～10,000円(受講科目による)

合　計 約300,000円

備 考 単位認定には条件があるため申し込む前に確認すること（P.27参照）

日
本
国
内

テンプル大学ジャパンキャンパスプログラム
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学部学科 60時間分修得の場合 120時間分修得の場合

外
国
語
学
部

ドイツ語
学科

一研修につき、「English」として１単位×２科目まで認定
されます。

一研修につき、「English」として１単位×４科目まで認定
されます。

英語学科

【2023年度までの入学者】
プログラムに参加した翌学期に「Communication Skills」

（２単位×１科目）の単位として認定されます。ただし、単
位認定時に「Communication Skills」の履修条件を満たし
ていない場合は、学科選択科目「換算科目（短期留学）」（２
単位）として認定されます。

【2023年度までの入学者】
プログラムに参加した翌学期に「Communication Skills」

（２単位×２科目）の単位として認定されます。ただし、単
位認定時に「Communication Skills」の履修条件を満たし
ていない場合は、学科選択科目「換算科目（短期留学）」（４
単位）として認定されます。

【2024年度以降入学者】
プログラムに参加した翌学期に「Communication 
Seminar」（２単位×1科目）の単位として認定されます。
ただし、単位認定時に「Communication Seminar」の履
修条件を満たしていない場合は、学科選択科目「換算科目

（短期留学）」（２単位）として認定されます。

【2024年度以降入学者】
プログラムに参加した翌学期に「Communication 
Seminar」（２単位×2科目）の単位として認定されます。
ただし、単位認定時に「Communication Seminar」の履
修条件を満たしていない場合は、学科選択科目「換算科目

（短期留学）」（４単位）として認定されます。

フランス語
学科

一研修につき、「English」として１単位×２科目まで認定
されます。

一研修につき、「English」として１単位×４科目まで認定
されます。

交流文化
学科

【2023年度までの入学者】
プログラムに参加した翌学期に学科共通科目

「Communication Skills」（２単位×１科目）の単位として
認定されます。ただし、単位認定時に「Communication 
Skills」の履修条件を満たしていない場合は、学科選択科目

「換算科目（短期留学）」（２単位）として認定されます。

【2023年度までの入学者】
プログラムに参加した翌学期に学科共通科目

「Communication Skills」（２単位×２科目）の単位として
認定されます。ただし、単位認定時に「Communication 
Skills」の履修条件を満たしていない場合は、学科選択科目

「換算科目（短期留学）」（４単位）として認定されます。

【2024年度以降入学者】
プログラムに参加した翌学期に学科専門科目「Discussion」

（２単位×１科目）の単位として認定されます。ただし、単
位認定時に「Discussion」の履修条件を満たしていない場
合は、学科選択科目「換算科目（短期留学）」（２単位）とし
て認定されます。

【2024年度以降入学者】
プログラムに参加した翌学期に学科専門科目「Discussion」

（２単位×２科目）の単位として認定されます。ただし、単
位認定時に「Discussion」の履修条件を満たしていない場
合は、学科選択科目「換算科目（短期留学）」（４単位）とし
て認定されます。

国際教養学部

研修に参加した翌学期に卒業要件外科目として認定されま
す。ただし、次の条件を満たす場合は、記載している表（※
１）の科目を１単位×２科目まで（ただし、英語上級、英語
演習Ⅱ、上級英語演習Ⅰ、上級英語演習Ⅱは２単位×１科目
まで）卒業要件単位として振り替えることができます。 
・学生が科目の振り替えを希望し、当該科目を未修得である
こと。 
・振り替えることができる科目は、研修に参加した学期まで
に当該学生が履修可能な科目に限る。 
・５学期に研修に参加した場合、英語上級は１科目２単位ま
で振り替え可とする。

研修に参加した翌学期に卒業要件外科目として認定されま
す。ただし、次の条件を満たす場合は、記載している表（※
１）の科目を１単位×４科目まで（ただし、英語上級、英語
演習Ⅱ、上級英語演習Ⅰ、上級英語演習Ⅱは２単位×２科目
まで）卒業要件単位として振り替えることができます。 
・学生が科目の振り替えを希望し、当該科目を未修得である
こと。 
・振り替えることができる科目は、研修に参加した学期まで
に当該学生が履修可能な科目に限る。 
・５学期に研修に参加した場合、英語上級は１科目２単位ま
で振り替え可とする。

経済学部 研修に参加した翌学期に「English（全カリ選択必修科目）」
（１単位×２科目）として単位認定します。

研修に参加した翌学期に「English（全カリ選択必修科目）」
（１単位×４科目）として単位認定します。

法学部 研修に参加した翌学期に「English」の単位として振り替え
（２単位）

研修に参加した翌学期に「English」の単位として振り替え
（４単位）

※１　国際教養学部の英語科目一覧

【2023年度以前入学者】

英語研修

１
か
ら
７
学
期
で
研
修
に
参
加

履修可能学期 科　目　名
1 英語Ⅰ（IE）、（W）、（S）
2 英語Ⅱ（IE）、（W）、（S）
3 英語Ⅲ（IE）、（W）
4 英語Ⅳ（IE）、（W）

5

英語上級
英語演習Ⅱ
上級英語演習Ⅰ
上級英語演習Ⅱ

【2024年度以降入学者】

英語研修

１
か
ら
７
学
期
で
研
修
に
参
加

履修可能学期 科　目　名
1 英語Ⅰ（IE）、（W）、（S）
2 英語Ⅱ（IE）、（W）、（S）
3 英語Ⅲ（IE）、（EP）
4 英語Ⅳ（IE）、（EP）

5

英語上級
英語演習Ⅱ
上級英語演習Ⅰ
上級英語演習Ⅱ

テンプル大学ジャパンキャンパス短期留学プログラムの認定科目、認定単位数一覧
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